
第４学年 道徳科学習指導案 
日 時：令和〇年〇月〇日（〇）〇校時 

学 級：第４学年〇組（〇名） 

場 所：４年〇組教室 

授業者：〇〇 〇〇 

 

１ 主題名  本当の友達とは【内容項目 Ｂ 友情、信頼】 

 

２ 教材名  「絵はがきと切手」(「小学道徳 生きる力 ４」 日本文教出版) 

 

３ 主題設定の理由 

(１) ねらいとする価値について(道徳的価値観) 

「小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 特別の教科 道徳編」では、【内容項目 Ｂ 相互理解、寛

容】について、中学年は「自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、相手のことを理解し、自分と異なる

意見も大切にすること」と示されている。 

この時期の児童は、活動範囲が広がることで、集団との関わりも増え、友達関係も広がってくる。また、

気の合う友達同士で仲間をつくって自分たちの世界を確保し、楽しもうとする傾向があり、集団での活動な

どがこれまでになく盛んになる。しかし、自分の利害にこだわることで、友達とトラブルを引き起こすこと

も少なくない。 

そこで、よりよい友達関係を築くためには、友達のよさを発見することで友達のことを理解したり、友達

とのよりよい関係の在り方を考えたり、互いに助け合うことで友達の大切さを実感したりすることが大切で

ある。友達のことを互いによく理解し、信頼し、助け合うことで、健全な仲間集団を積極的に育成したい。 

(２) 価値に関わる児童の実態について(児童観) 

本学級の児童は、友達の気持ちを考えて行動したり、友達と一緒に仲良く活動したりすることができるよ

うになってきている反面、失敗したり間違ったりした友達をからかう児童や、気の合う友達であるがゆえに

間違いを相手にはっきりと伝えることができない児童の姿が見られる。そこで、友達のことを深く考え、友

達を信頼し、友達のために言いにくいことであってもきちんと伝えることが、よりよい友達関係を築いてい

くうえで大切であることに気付き、学習活動や生活の様々な場面で、友達と互いに認め合い、信頼感や友情

を深めていこうとする意欲と態度を育てたい。 

(３) 教材について(教材観) 

本教材は、主人公のひろ子に、転校した仲よしの正子から料金不足の絵はがきが届き、正子に料金不足で

あったことを教えるかどうか迷うが、正子なら「きっとわかってくれる」と、友達を信じることの大切さに

気付き、手紙を書き始めるという内容である。活用にあたっては、児童が自分の経験を想起しながら、正子

に本当のことを伝えるかどうか悩むひろ子の心情について、様々な視点で捉え考えることができるように

し、友達のことをよく理解し、信頼し、助け合って、友達とよりよい関係を築いていこうとする心情や態度

を育てたい。 

 

４ 児童の成長を促すための評価 

(１) 本主題における児童の学びの姿 

料金不足を知らせるかについて悩むひろ子の心情を考えることを通して、友達とよりよい関係を築いてい

くためには、友達の気持ちや立場を想像し、友達のためにどう行動することがよいのか深く考える姿を目指



す。本当の友達とは、表面的な仲のよさだけでなく、互いに注意し合ったり、意見を言ったりすることので

きる関係であること、そのためには、互いに理解し、信頼することが大切であることに気付き、さらに友達

との信頼感や友情を深めていこうとする意欲や態度につなげたい。 

(２) 学びの姿につながる指導 

導入では、事前に実施したアンケートの結果を基に、友達とはどういうものか、今の児童の価値観を話し

合うことで、本時で扱う道徳的価値について関心をもつようにする。 

本時の展開では、友達の正子から料金不足の絵はがきが届き、そのことを正子に手紙で教えるかどうか悩

んでいるひろ子の心情を考える。料金不足を「教える」と「教えない」という対立する考えを黒板の左右に

配置し、児童が自分の考えに近い位置にネームカードを貼る活動を取り入れ、児童が、他者の考えと比較し

ながら、自分の考えを深めることができるようにする。友達の考えを聞いて自分の考えが変わったという児

童の意見や、友達の考え方に共感したという児童の意見を取り上げながら、児童同士の学び合いを促すよう

にする。ひろ子が料金不足を教えることを決めたのは、正子との信頼関係があったからであることに気付か

せたい。 

本時の終末では、友達と友情を深めるために大切なことについて考える。これまでの自分の友達関係を想

起しながら話し合い、友達のことを互いによく理解し、信頼し、助け合うことで、よりよい関係を築いてい

くことの大切さを実感させたい。 

(３) 児童の学びの姿についての評価とフィードバック 

展開の前半では、ペアや学級全体で話し合う活動において、児童の発言やワークシートの記述等を学習

状況として把握する。登場人物の心情を自分との関わりで具体的にイメージし、判断の根拠やそのときの

心情を様々な視点から考えたり、自分とは違う立場や感じ方、考え方を理解したりして、自分の考えを深

めている姿が見られたら、座席表に記録し、積極的に認める言葉がけを行う。特に、文章を書くことが苦

手な児童に対して、ペアや学級全体での話合い活動でのつぶやきや表情、態度等に注目して観察する。 

展開の後半では、道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めていく姿を評価した時点で、個別

に声をかけて励ましたり、意図的に指名して学級全体に広げたりするなど、積極的に児童へのフィードバ

ックを図る。 

本時を振り返る活動では、記述や発言から、これからの自己の生き方について考えている姿を道徳性に

係る成長の様子として把握する。よりよい友情関係を築いていくうえで、友達のことを信頼し、助け合う

ことの大切さを理解し、自分なりの課題を見つけたり、これから自分の生活や生き方に生かしたりしよう

としているかという視点を基に、児童の発言やワークシートの記述を評価する。評価したことを基に、個

別に声かけをして励ましたり、意図的に指名して学級全体に広げたりし、道徳的価値の理解が深まったと

いう児童の実感につなげたい。 

 

５ 本時のねらい 

料金不足を知らせるかについて悩むひろ子の心情を考えることを通して、よりよい友情関係を築いていくう

えで、友達のことを信頼し、助け合うことの大切さに気付き、信頼関係や友情を深めていこうとする態度を育

てる。 

 

 

 

 

 

 



６ 本時の展開 

 学習活動・主な発問 予想される児童の思い 教師の支援と評価 

導 
 

入 

１．事前アンケートを基に、

主題について話し合う。 

〇友達とはどんな人のこと

か。  

 

 

 

 

・いっしょに遊んでくれる人。 

・困ったときに助けてくれる人。 

 

・事前に実施したアンケートの結

果を示し、友達についての価値

観を話し合うことで、本時の道

徳的価値への関心をもてるよう

にする。 

 

 

展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 

２．教材「絵はがきと切手」

を読んで話し合う。 

 

○正子から絵はがきをもら

ったひろ子はどんな気持

ちになっただろうか。 

 

 

 

〇部屋に戻ったひろ子は、

どんなことを考えただろ

うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ひろ子は、どんなことを

考えながら正子に手紙を

書き始めたのだろうか。

(中心発問) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正子が私のことを考えて絵はがき

を送ってくれた気持ちがうれしい

な。 

・正子は大切な友達だ。 

 

 

＜料金不足を教えない＞ 

・正子が嫌な思いをするから、黙って

おく方がよい。 

・大切な友達だから傷つけたくない。 

 

＜料金不足を教える＞ 

・正子が他の人にも料金不足の絵は

がきを送ってしまうとよくない。 

・正子は、料金不足のことを教えてほ

しいと思う。 

・友達だから、間違っていることを教

えた方がよい。 

 

 

・二人は仲良しだから、きっとわたし

の思いをわかってくれる。 

・二人は親友だし、こんなことでくず

れてしまう仲ではない。 

 

 

 

・絵はがきをもらって喜ぶひろ子

に共感することを通して、ひろ

子にとって、正子は離れていて

も友達であることを押さえる。  

 

 

・黒板に貼った児童のネームカー

ドを基に、それぞれの判断の根

拠をより明らかにしたり、多様

な視点から考えたりできるよう

に、意図的指名や問い返しをす

る。  

 

評価 (記述・発言)  

≪視点①≫道徳的価値に関わる問

題に対する判断の根拠やそのとき

の心情を様々な視点から捉え考え

ようとしているか。 

 

 

評価 (発言)  

≪視点①≫道徳的価値に関わる問

題に対する判断の根拠やそのとき

の心情を様々な視点から捉え考え

ようとしているか。 

 

学習のめあて：「本当の友達」とは、どんな友達か考えよう。 



 

３．考えを深める。 

○「本当の友達」とは、どん

な人のことだと思うか。 

 

 

〇友達との関係をもっとよ

いものにするために、ど

んなことが大切だと思う

か。 

 

・間違っていたら教えてくれる。 

・友達の注意を聞いて、直そうとす

る。 

 

・お互いのことをよく知る。 

・注意しても分かってくれると友達

を信じる。 

・友達のことを思って行動する。 

 

・導入で児童が捉えた友達の価値

観と比較することで、考えの深

まりや変容を自覚できるように

する。 

評価(発言)   

≪視点⑥≫道徳的な問題に対し

て、自己の取り得る行動を他者と

議論する中で、道徳的価値の理解

を更に深めているか。 

終 
 

末 

４．本時の学習を振り返る。 ・今までは、よくないことをしている

友達に注意できなかった。これから

は、友達のことを考えて、分かって

もらえるように注意したい。 

・友達と信じ合うことができる関係

をつくって、今よりもっと楽しく過

ごしたい。 

評価(記述・発言)  

よりよい友情を築いていくうえ

で、友達のことを信頼し、助け合

うことの大切さを理解し、自分な

りの課題を見つけたり、これから

の自分の生活や生き方に生かした

りしようとしているか。 

 

７ 板書計画 

 

友
達
と
は
… 

・
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
く
れ
る
。 

・
困
っ
た
と
き
に
助
け
て
く
れ
る
。 

絵
は
が
き
と
切
手 

「
本
当
の
友
達
」
と
は
、
ど
ん
な
友
達
か
考
え
よ
う
。 

 

正
子
さ
ん
か
ら
絵
は
が
き
を
も
ら
っ
た
と
き
の
ひ
ろ
子
の
気
持
ち 

 
 
 

・
う
れ
し
い
な
。 

・
正
子
さ
ん
に
会
い
た
い
な
。 

 

 

料
金
不
足
を
教
え
な
い
。 

 

・
や
っ
ぱ
り
だ
ま
っ
て
い
た
方
が
い
い
。
正
子
さ
ん
に
い
や
な
思
い
を
さ
せ
る
か
ら
。 

・
せ
っ
か
く
送
っ
て
く
れ
た
の
だ
か
ら
、
い
や
な
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持
ち
に
さ
せ
た
く
な
い
。 

・
不
足
し
た
料
金
ぐ
ら
い
、
は
ら
っ
て
あ
げ
れ
ば
い
い
。 

 
 

ひ
ろ
子
は
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

・
他
の
人
に
も
料
金
不
足
で
送
っ
て
し
ま
う
と
よ
く
な
い
か
ら
教
え
て
あ
げ
る
。 

・
料
金
不
足
の
こ
と
を
後
で
知
っ
た
ら
、
教
え
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
う
だ
ろ
う
。 

・
友
達
の
ま
ち
が
い
に
知
ら
ん
顔
を
し
て
い
る
の
は
よ
く
な
い
。 

・
友
達
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ち
が
っ
て
い
る
こ
と
は
教
え
て
あ
げ
た
方
が
よ
い
。 

 
 

料
金
不
足
を
教
え
る 

 

ひ
ろ
子
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
正
子
さ
ん
に
手
紙
を
書
き
始
め
た
の
で
し
ょ
う
。 

・
二
人
は
仲
良
し
だ
か
ら
、
き
っ
と
わ
た
し
の
思
い
を
わ
か
っ
て
く
れ
る
。 

・
二
人
は
親
友
だ
し
、
こ
ん
な
こ
と
で
く
ず
れ
て
し
ま
う
仲
で
は
な
い
。 

 

本
当
の
友
達
と
は
… 

・
よ
く
な
い
こ
と
も
教
え
て
あ
げ
ら
れ
る
人
。 

・
い
い
こ
と
も
い
け
な
い
こ
と
も
、
言
い
合
え
る
人
。 

・
自
分
の
い
け
な
い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
ら
、
直
そ
う
と
す
る
人
。 

第 
 

回 


